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10月2日（月）の記念式典は、県資源循環推進課 古

澤勉総括課長、盛岡市産廃対策課 南幅嘉人課長ほか

多数の来賓と50名以上の出席により大盛会でした。 

記念講演「災害廃棄物の処理」では、県の吉田幸司主

査と盛岡市の南幅課長から、非常時に備えた体制整備、

適正処理の留意点等を詳しく教示いただきました。 

 

 

  

 10月10日（火）～11日（水）、大竹正一JW講師

の「建設業、解体業」と「業種共通」は連日約100名

の満員御礼でした。排出者の意識が高まっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

10月20日（金）、小原塾長が「災害廃棄物処理の手

続きと実務」を出講して32名に出席いただきました。 

先進事例として、令和2年7月豪雨災害における熊本

県人吉市の対応を紹介した後、環境省マニュアルをか

ら仮置場の設営方法などを重点解説しました。 

今夏は東北地方でも水害が続きました。各支部にお

かれましても、一層の体制整備をお願いします。 

 

 

 

毎年好評の長岡文明先生による優良事業者育成研修

会（応用コース）をオンライン開催します。 

今回は、「専ら再生」と「下取り」を基礎から徹底解

説していただきます。歴史のある制度ですが、リサイク

ルの普及に伴って様々な課題が出てきました。古くて

新しい分野の実務を習得する良い機会です。グループ

リーダー等の方々にお勧めです（〆切：11月14日）。 

日時 11月21日（火）13:30～16:30 

内容 「許可不要制度」について 

申込 本会HP「研修会・セミナー」からどうぞ 

で す
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県央支部と青年部会では、盛岡市立乙部中学校の環

境教育を支援しています。10月19日（木）は同校1年

生約70名をリサイクル工場（㈱佐藤興産 ECOセン

ター）に招待しました。 

生徒達は、廃棄物の適正処理やリサイクルの仕組み

を学んだ後、木くず処理施設の見学、環境クイズ、ド

ローンの実演等に参加して理解を深めました。 

 

 

 

 

 

岩手労働局と労働災害防止団体連絡協議会では、冬

期の安全対策『あなたの安全家族の願い 年末年始も無

災害』を呼び掛けています。11月を準備期間、12月～

1月を運動期間としています。 

各職場に潜むリスクを点検するとと

もに、保温、体操等により今冬を無事

に乗り切りましょう。 

 冬季の労働災害リスク  

1 防寒着等による動作の制約 

２ 凍傷、低体温症 

３ 脳血管障害、冠動脈疾患等の誘発 

４ 積雪や凍結による転倒、滑落 

５ 車両スリップ 

６ 雪降ろし作業による転落、落雪 

７ 過熱や失火による火災、火傷 

８ 換気不足による一酸化炭素中毒 

９ 凍結後の緩みによる土砂崩壊 

 

   
【11月】 

9日（木）視察研修（㈱富山環境整備） 

21日（火）BUNさん研修会（WEB） 

14日（火）～29日（水） 

排出事業者等説明会  ※下表以外は終了 

14(火) 15(水) 16(木) 28(火) 29(水) 

WEB 

共通 
WEB 

PCB 
WEB 

共通 北上 大船渡 

【12月】 

1日（金）理事会（盛岡市） 

18（月）格付け電子申請の先行モニター（別紙） 

来年度から導入する電子申請の試行体験です。 

今月の一口メモ 11月5日は「津波防災の日」・「世界

津波の日」です。この取組の一環として、11月2日(木)

に、緊急地震速報の全国的な訓練が実施されます。 

◆編集後記◆ 

紅葉も終盤で、急に日が短くなりました。朝夕や

山間部の作業は特に注意が必要です。早めにタイヤ

交換、防寒等の冬支度をお願いします。 


